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生活保護費 夫婦子一人 世帯（北九州市） 

一回の食費は一人当たり 165 円 

それでもしつこく尋ねると、厚労省の職員

は国の「社会保障審議会生活保護基準部会」

の資料を紹介したうえで、「この資料が、お

探しの資料に一番近いものだと思います」と

教えてくれました。 

その資料から、食費の

比率を計算すると 30％

でした。 

厚労省資料と同じ条

件の、20～40 才夫婦子

ども一人世帯の一ヶ月

の生活保護費は、北九 

 

生健会の紹介状があれば、無料で「法律相

談」を受けることができるようになりまし

た。会員外の方でも、お困りの方は、ご遠

慮なく声をかけて下さい。 

沢山の「下着類」（男性用）をいただきました 
ご希望の方は、声をかけてください 

皆さんの毎回の食費はいくらですか。小倉生健会は生活保護費の中で食費の金額はいくらに

設定されているのか知りたくて、厚労省に電話をしました。「保護費の中の食費の割合を教え

て下さい」とたずねると、職員は「そんなものはありません」と答えました。 

生健会 福岡県連大会 

田中一郎副会長が、小倉生健会の活動を報

告しました。 

 

 

＜日程＞ 

○8月 16日㈭12時：吉田班 合同班

会議 迫さん宅 

○8 月 24 日㈮18 時：北九州市社保

協の生活保護連絡会 健和会 

○9月 9～11日：第 42回全生連大会 

愛知県 

■うれしい限りです 

小倉生健会のファンの方から、写真のとおり、60

袋もの男性用下着（新品）をいただきました。 
 

■ご希望の方は､お近くの生健会員に 

サイズや種類、枚数は左の表の通りです。 

特に、「冬物の長ズボン下」や「冬物シャツ」は、

とても暖かそうです。 

「Ｙシャツ」は、首回りと裄丈を表示しています。 
 

 お近くの会員にお声をかけて下さい。 

借金やリストラ、虐待やハラスメントな

どなど、弁護士のアドバイス・相談を希望

される方は、小倉生健会にご連絡下さい。 

北九州第一法律事務所のご厚意で、小倉

生 

州市では 148,510 円です。その 30％とすれ

ば 30 日間 3 人が食べていかなければなりま

せん。つまり、一人分の一日の食費は、495

円。一食当たり 165円になります。 

この金額で育ち盛りの子どもを育てるこ

とはできません。それなのに、安倍内閣は、

この保護費を 10 月から更に引き下げます。

とんでもないことです。 

実際には、趣味や、読書やご近所つきあい、

孫へのお小遣いなど、健康で文化的な生活を

営むための経費が食費に回され、ただ、生き

ているだけに近い生活になっています。 

今、テレビドラマが 

「いいね！」 
○生活保護を描いた「健康で文化的な最低限

度の生活」火曜日夜 9時から８CH（写真左） 
 

○産婦人科での高校生の看護アルバイト体

験を描いた「透明なゆりかご」金曜日夜

10時から３CH(写真右) 

写真は番組ＨＰから 



 相模原市の障害者施設「津久井やまゆり園」で、重度障害のある入所者 19人が殺害された事件

から 2 年が過ぎました。旧優生保護法の下での強制不妊手術問題や、LGBT（性的少数者）に対す

る自民党の杉田水脈衆院議員の暴言などが相次いでいます。こうした問題を克服するために私た

ちはどんな社会をめざすべきか。 

「しんぶん赤旗」に掲載された、全盲と全ろうの重複障害がある福島智（ふくしま さとし）東京

大学先端科学技術研究センター教授（バリアフリー分野）の記事の一部を紹介します。 

「津久井やまゆり園」 重度障害者殺傷事件から２年 
 

「どんな社会をめざすべきか」 

人は存在することに意味がある  

だれもが生き残れる社会のため

に 
 

 

◇福島さんは、1962年生まれ。18歳で全盲ろ

うとなりました。東京大学先端科学技術研究

センター教授。全国盲ろう者協会理事。著書

に『僕のいのちは言葉とともにある』『生き

たかった 相模原障害者殺傷事件が問いかけ

るもの』（共著）などがあります。 

 

 

 私は事件直後から､元職員が犯行に及んだ

根底に優生思想とヘイトクライム（憎悪犯罪）

があると語ってきました。 

一方、今年に入り、被害者が国に謝罪と補

償を求めて提訴したことで、旧優生保護法

（1948～96 年）下での強制不妊手術が表面化

しました。 

この件は、加害者が法律だという恐ろしさ。

権力によって〝正しい″として不妊手術が実

施される中で、被害者は体を傷つけられ、尊

厳が奪われたのです。 

私たちは戦後の憲法の下でも、そうした社

会をつくってしまったのです。私たちは国民

の責任として、絶えず、法律の中身を憲法に

照らしてチェックすべきです。 

 

自民党の杉田水脈衆院議員が、LGBT カップ

ルに関して「彼ら彼女らは子供をつくらない、

つまり『生産性』がないのです。そこに税金

を投入することが果たしていいのかどうか」

とした言葉はきわめて問題です。差別意識が

重なっています。 

「将来の労働生産性」の向上に貢献という

意味で「生産性」という言葉を使っているの

だとすれば、人間の存在価値を「労働生産性」

という尺度で数直線的にとらえる、きわめて

視野狭窄的な発想の持ち主と言わざるをえま

せん。 

 

「やまゆり園」の事件で、ネットでは被告

を賞賛する書き込みが多数あったといいます。

今の社会に、経済発展に役に立たない人間は

意味がないんだという考え方がしみ込んでい

ます。 

人は人として存在することに意味がありま

す。たまたま今の労働市場であまり経済価値

を生み出していないように思えても、人はも

っと深く豊かなつながりで、多くの人の存在

と結びつく可能性があります。 

そうした人の存在の意味を根底で支えてい

る私たちの心のネットワークを分断し、一人

ひとりバラバラにして、労働生産性で計測し

てしまおうという発想は、優生思想と同根で

す。優生思想を克服するのは難しく、簡単に

答えはみつかりません。 

 

私は見えなくて聞こえません。宇宙空間が

すぐ近くにあるような感覚です。誰かと手を

つなげばコミュニケーションをとれるけど、

離してしまえば 1人になってしまう。 

宇宙の中で私たちが生まれた意味を考えさ

せられます。地球は 46億年前に出現しました。

人類の誕生は 700 万年前にさかのぽるとされ

ています。 

ヒトが生まれたことがどれだけ奇跡的かを

考えると、重度の障害があり労働生産能力が

ないように見える人と、バリバリ働き優れた

頭脳がある人との違いはどれだけあるという

のでしょうか。 

 

経済性や生産性を重視する社会は、障害者

だけでなく労働者や子どもも生きづらい社会

です。成績で序列化され、人間扱いされない

子どもたち。労働者は生産性が重視され、成

果がでなければ、価値がないとされてしまう。 

「障害者なんていなくていい」というシン

プルな論理で障害者を排除レ、障害者がいな

くなった社会ができれば、その中で相対的な

〝障害者″が出てきます。ごく一握りのエリ

ートだけが残る社会にならざるをえません。

これでは、社会を崩壊させてしまいます。 

 

防ぐには一つしかありません。全員が生き

残れる社会をめざすことです。そのためには

憲法を私たちの

暮らしの中で生

かしていくこと

が重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「障害者手帳を取得する」
ことで様々なサービスを受

けることができます 
 

 障害者には､医療や福祉などの制度が設け

られていますが、とくに、障害者手帳を取得

することで、様々な援助やサービスを受ける

ことができます。 

 障害者手帳は、障害の区分に応じて、下記

表のいずれかが交付されます。 

≪申請≫ 
申請は、区役所で行います。 

身体障害は指定医の診断書、精神障害は手

帳用診断書または障害年金証書の写しが必

要です。 
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